
超関数・フーリエ変換入門訂正

p.45 下から 2行目

Ĥ(ξ) =
1√

2πi
(
ξ − i0

)
これは例 2.1.3 によって示される.

p.56 上から 7 行目

ある K ⊂⊂ Ω が存在し, suppφj ⊂ K であって

p.85 上から 16 行目
1

4π|x|

p.109 下から 5 行目

w =
n−1∑
i=1

ηiei(0)

p. 109 最後の行の下に次を補う

Wp の行列表示を求めよう. 補題 6.4.2 の証明の中の記号をそのまま用いる.

Wp(v) =
n−1∑
i=1

ciei(0)

とおくと

⟨Wp(v), w⟩ =
n−1∑
i,j=1

⟨ei(0), ej(0)⟩ciηj

= −(1 + |∇f(0)|2)−1/2
n−1∑
i,j=1

∂2f

∂xi∂xj
(0)ξiηj

であるから
n−1∑
i=1

⟨ei(0), ej(0)⟩ = −(1 + |∇f(0)|2)−1/2
n−1∑
i=1

∂2f

∂xi∂xj
(0)ξi

である. そこで (n− 1)× (n− 1) 行列 B を

B =
(
⟨ei(0), ej(0)⟩

)
=
(
δij + ∂if(0)∂jf(0)

)
によって定義すれば

Bc = −(1 + |∇f(0)|2)−1/2f ′′(0)ξ

である. ただしここで c = t(c1, · · · , cn−1) とおいた. これより

c = −(1 + |∇f(0)|2)−1/2B−1f ′′(0)ξ
1



2

であるから
Wp = −(1 + |∇f(0)|2)−1/2f ′′(0)

という行列表示を得る.

detB = 1 + |∇f(0)|2

となることに注意しよう.

p.112 上から 12 行目から 17 行目まで

曲面 S が xn = f(x), x = (x1, · · · , xn−1) によって表わされているときにはこれ
らの曲率は

K(x) =

(
1 +

n−1∑
i=1

(∂if(x))
2

)−(n+1)/2

det
(
aij(x)

)
,

H(x) =
1

(n− 1)
(
1 +

∑n−1
i=1 (∂if(x))

2)1/2
tr
(
bij(x)

)−1(
aij(x)

)
,

aij(x) = − ∂2f

∂xi∂xj
(x),

bij(x) = δij +
∂f

∂xi
(x)

∂f

∂xj
(x)

と書ける.

p.113 (6.21) 式

detHess (x · ξ) = (−xn)
n−1
(
1 + |∇f(θ)|2

)(n+1)/2
G(θ)

p.115 2行目から 4行目まで

ここで ω = (0, · · · , 0.1) として一般性を失わない. このとき N(θ
(j)
c ) = ±ω であ

るから
∂if(θ

(j)
c ) = 0, 1 ≤ i ≤ n− 1

である. よって ξ = ξ(θ
(j)
c ) のとき

Hess (ω · ξ) = ∓Wp

となる. ただし wp は p = ξ(θ
(j)
c ) におけるワインガルテン写像であり, 符号は

N(θ
(j)
c ) = ω のとき −, N(θ

(j)
c ) = −ω のとき + をとる.

p.115 最後の行

ei(k−(n−1)π/4)

k(n−1)/2
a(ω) +

e−i(k−(n−1)π/4)

k(n−1)/2
a(−ω) +O(k−(n+1)/2)


